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19世紀イギリスにおけるラグド。

スクールと肢体不自由教育

真城知己

(千葉大学教育学部）

イギリスにおける肢体不自由教育史に関しては、 19世紀半ばに肢体不自由
ホーム・実業学校で組織的な教育が開始されたことがプリッチャードによって

明らかにされている。本稿は、この肢体不自由ホームの前身が最貧困層を対象
にしたラグド・スクールであったことを確認するとともに、その実践の特徴を
史料から明らかにしたものである。

19世紀後半には、慈善組織協会によって肢体不自由者への教育の必要性が社

会的に喚起されるようになるが、それ以前にすでにラグド・スクール協会が肢
体不自由者への適切な処遇の必要性を認識していたことが史料によって裏付け

られた。すなわち、最貧困層の劣悪な生活実態を背景に、 19世紀の半ばには多
くのラグド・スクールに肢体不自由者がおり、彼らが社会的に排除されないよ

うにとの問題意識のもとで教育が行われていたのであった。そして、骨関節結
核への感染防止のための換気に配慮した建築構造や医師の協力による栄養状態

の改善への取り組みによる肢体不自由者特有の課題への対応と、実業学校の重

要な役割であった貧民収容部門の入所者による19世紀後半に急速に需要が増し

た家政婦の訓練も兼ねた肢体不自由者への日常生活支援の提供という二つの側

面を同時に備えることができていた点が、本稿で取り上げた肢体不自由ホー

ム・実業学校の特徴的な点であった。こうした実践の意義がラグド．スクール

協会によって強調されたのであった。
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